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昭和詔年6月15日　（日曜日）
、
ノよだ政市町日十（署擢錨鵜）第21号①

灘
、
驚
叢
羅
　
輪

新
し
い
村
づ
く
り

　
　
　
　
経
欝
虚
盗
溝
納
改
馨
癒
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ご
の
効
果
に
期
待
H

㎜
撫
講
鰻
糠
膿
勧
鍵
灘
灘
㎜

願
入
の
農
業
協
同

作
業
所

　婚．・
ロ　

，糞

総
事
業
費
は
五
百
五
万
一
千
円
と

な
り
こ
れ
が
補
助
金
は
二
百
四
十
二

万
五
千
円
で
各
事
業
主
体
に
変
付
済

で
あ
り
ま
す
。

各地につくられた
ビニールハウス

一　各
事
藁
と
も
夫
女
の
地
域
に
於
て

農
簗
の
振
興
農
家
の
生
活
改
善
の
中

じ

葎
な
呈
の
輩
覇
誓
れ
て

｝一
お
り
ま
す
。
尚
生
活
改
善
施
設
、
水

｝
田
裏
作
推
進
痴
設
、
園
芸
特
用
作
物

一
栽
培
施
設
は
展
示
施
設
で
あ
り
ま
す

の
で
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
関
係
地

域
の
事
業
主
体
と
連
絡
の
上
自
由
に

視
察
な
さ
っ
て
生
活
の
改
善
、
農
藁

経
営
の
改
善
の
参
考
と
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
希
望
し
ま
す
。

　
第
二
年
次
の
昭
和
三
十
三
年
度
の

事
業
は
つ
ぎ
の
も
の
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
自
給
飼
料
調
整
施
設
　
　
三
ヵ
所

　
共
同
貯
溜
槽
施
設
　
　
　
二
ヵ
所

　
共
同
加
工
施
殿
　
　
　
　
一
ヵ
所

　
共
同
乾
燥
施
設
　
　
　
　
二
ヵ
所

　
青
年
研
修
施
設
土
地
調
査
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヵ
所

稚
．
淋
垂
ハ
同
飼
育
所
兼
共
同
作
業
所
＝
ヵ
所

銘
年
度
の
新
農
村
建
設
事
業

・
共
同

　1鯉lz設籾1培郵田

　設用
施留裏
　作

！
同
乾
燥

木
炭
山
一
冗

集
乳
所 謎
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赤
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平
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、 沢
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扉
＋
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｝　一　一

赤
倉
製
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農千
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下
条
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農葉i又入
家、各、
組高1農市
合嘱衰

｝
地
区
事
業
主

七
名
一

坂
麦 響 燥各施農

各
酪 山
高合、
　塩

体

一　㎜

ビ
ニ
ー
ル
』

百
合
馨

置動力耕

紙

導穀
入物火

力

倉
庫
毯

集
乳
所
建 灘

内

「
ハ
ウ
ス

機
の
設

蔑
機

築 所
改
善

具所

鶏 容

政
治
へ
の
関
心
深
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
伸
び
糞
投
票
率

五
、
九
七
八

五
、
一
四
七

四
、
七
〇
〇

四
、
一
五
三

一寺島
　
泰
治
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇

　
　
計
　
　
　
　
二
〇
、
五
三
八

で
前
回
（
昭
和
三
十
年
二
月
）
の
総
・

選
挙
の
八
二
％
に
く
ら
べ
約
二
％
上

昇
の
投
票
率
を
示
し
ま
し
t
。

こ
れ
は
皆
さ
ん
の
選
挙
の
重
要
さ
、

政
治
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
も
の
と

　
自
民
、
社
会
二
大
政
党
の
対
決
と

し
て
国
民
注
目
の
う
ち
に
行
わ
れ
た

こ
ん
ど
の
総
選
挙
も
、
結
果
と
し
て

は
解
散
前
の
勢
力
分
野
と
ほ
＞
同
じ

に
終
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市
の
選

挙
結
果
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
　
有
権
者
数
投
票
者
数
投
票
率

男
コ
盆
目
く
九
亮
圏
八
令
、
歪
％

女
三
、
四
三
δ
、
八
男
合
、
会

計
茜
、
妻
＝
δ
、
萎
会
、
砦

一
候
補
者
氏
名
　
　
　
得
．
票
数
（
票
）

曹
田
中
彰
治

猪
俣
浩
三

塚
田
＋
一
郎

鈴
木
出
口
治
郎

思
わ
れ
ま
す
．
来
年
は
私
達
市
民
に

と
っ
て
一
番
身
近
か
な
選
挙
が
い
く

つ
か
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
，
て
い

ま
す
。
今
後
も
ま
す
く
政
治
、
選

挙
へ
の
関
心
を
深
め
、
さ
ら
に
公
明

選
挙
を
推
進
し
た
い
も
の
で
す
．

市
営
車
検
場
建
設
決
る

　
　
　
　
　
　
八
月
頃
完
成
の
見
込

市
で
は
、
今
年
自
動
車
の
車
体
検
査

場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
本
年
度
百
五
十
一
万
五

千
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
場
所
は

川
治
北
新
田
地
内
谷
内
酉
千
二
百
坪

の
敷
地
に
二
十
四
坪
の
木
造
平
屋
建

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

現
在
用
地
買
収
を
お
わ
り
、
販
付
け

道
路
を
建
設
中
で
あ
り
ま
す
が
、
八

月
下
旬
竣
工
を
目
指
し
て
お
り
ま
■

す
。
年
々
増
加
す
る
自
動
車
の
交
通
安
全

の
た
め
、
今
ま
で
の
よ
う
に
長
岡
や

一
六
日
町
ま
で
わ
ざ
く
恵
検
に
行
か

な
く
と
も
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
本
車
検
場
に
は
自
動
車
の
練
習

場
を
併
設
す
る
こ
と
に
な
，
て
お
り

今月の納税

第1期市民視

国民健康保険料　第2期

全期軽自動車税

ま
す
が
、
こ
れ
が
出
来
上
る
の
は
十

茸
覆
透
し
芋
．

お知らせ

▽
印
鑑
証
明
に
つ
い
て

六
月
一
日
か
ら
市
の
改
正
印
鑑
条
例

が
公
布
施
行
さ
れ
ま
し
た
．
そ
の
主

一
な
改
正
点
は

一
①
印
鑑
届
（
改
印
届
．
廃
印
届
を
含

［
む
）
証
朗
願
出
の
際
止
む
を
得
な
い

改
め
ら
れ
た

印
鑑
証
明
の
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
一

理
由
で
代
理
人
を
出
頭
さ
せ
る
場
合

今
ま
で
正
規
の
委
任
状
が
い
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
代
理
通
知
を

提
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
．
従
，

て
代
理
通
知
に
は
収
入
印
紙
を
は
ら

な
く
て
も
よ
い
わ
け
で
す
。

火
事
は

　
　
　
　
　
今
一

浴
し
め
ん
だ

慮
煙
突
k
注
意

「
六
月
十
日
」
は
時
の
記
念
日
で
あ

る
と
と
も
に
十
日
町
大
火
五
十
八
週

讐鞭
灘
樂
撫
撫
耀
酬
麟

正
に
よ
っ
て
県
か
ら
移
さ
れ
た
軽
自

動
恵
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
対
し

て
市
税
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．

軽
自
動
車
税
の
納

税
義
務
者

　
軽
自
転
車
税
は
原
動
機
付
自
転
車

軽
自
動
車
及
び
二
輸
の
小
型
自
動
車

に
対
し
所
有
者
に
税
金
が
か
か
り
ま

す
。

賦
課
期
日
及
び
納
期

　
賦
課
期
日
は
四
月
一
日
と
し
、
納

期
限
は
本
年
度
分
に
限
り
六
月
末
日

（
昭
和
三
十
四
年
度
分
か
ら
五
月
末

日
）
．納
税
義
務
の
発
生

消
滅
等
に
伴
う
賦

課
徴
収
等

ま
す
。

　
賦
期
期
日
後
に
甕
、
譲
渡
、
廃

車
等
に
．
ひ
り
納
税
義
務
が
消
滅
し
た

者
に
は
、
そ
の
消
滅
し
た
月
ま
で
月

割
を
も
っ
て
軽
自
動
車
税
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
賦
課
期
日
後
（
年
度
の
中
途
）
に

識
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
庫
度
の
中
途
で
軽
自
動
車
を
売
却

譲
渡
、
廃
車
等
に
よ
り
納
税
義
務
が

消
滅
し
た
者
は
そ
の
消
滅
し
た
日
か

ら
三
十
日
以
内
に
規
則
で
定
め
る
様

式
に
よ
る
里
口
書
を
標
識
と
共
に
市

長
に
提
出
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
標
識
を
故
意
、
叉
は
過
失
に
ょ
り

こ
わ
し
た
り
亡
く
し
た
り
し
た
と
き

輕
自
動
車
税
に
っ

ミ

い
て

納
税
義
務
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
す
で
に
納
入
済
の
軽
自
動
車

税
の
差
額
を
月
割
で
還
付
い
た
し
ま

す
．

　
軽
自
動
車
を
所
有
し
た
者
は
所
有

し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
規
則
で

定
め
る
様
式
に
ょ
る
申
告
書
を
市
長

に
提
出
し
必
ず
車
を
も
っ
て
来
て
標

は
た
だ
ち
に
再
変
付
を
受
け
て
下
さ

い
。
そ
の
際
、
弁
償
金
と
し
て
二
百

円
徴
収
い
た
し
ま
す
。
百
二
十
六
C

C
以
上
の
軽
自
転
車
の
標
識
は
新
潟

軽
自
動
車
税
の
申
告
陸
運
學
務
局
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
七
月
中
に
原
動
機
付
自
転
車
の
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
の
一
斉
付
替
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
の
所
有
里
口
後
に
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
項
の
う
ち
一
以
上
の
事
項
に
つ
い

て
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
廓

由
が
生
じ
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に

慶
更
事
項
を
規
則
で
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
告
書
を
市
畏
に
提
出
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
主
た
る
定
置
場
の
位
置

②
所
有
者
の
住
所
女
は
氏
名
若
し
く

は
名
称

①
使
用
者
の
住
所
又
は
氏
名
若
し
く

は
名
称

④
原
動
機
の
型
式

⑤
原
錨
機
の
総
排
気
量
皿
は
定
格
出

力⑤
用
途

⑦
形
状

⑧
軽
自
動
車
叉
は
二
輸
の
小
型
自
動

車
に
あ
っ
て
は
車
両
番
号

軽
自
動
車
税
の
減
冤

　
市
長
は
積
雪
に
よ
り
通
常
軽
自
動

軍
等
を
運
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
、
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動

車
等
に
対
し
て
は
税
率
の
十
分
の
二

・
五
に
相
当
す
る
額
を
減
免
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
積
雪
に
よ
り
減
免
し
た
場
合
の
年

税
額
は
五
〇
C
C
ま
で
三
百
七
十
円

五
一
ー
九
〇
C
C
ま
で
は
六
百
円
、

九
一
ー
一
二
五
C
C
ま
で
は
（
軽
自

動
車
）
千
百
二
十
円
、
二
五
〇
C
C

以
上
（
二
輪
小
型
自
動
車
）
千
八
百

七
十
円
と
な
り
ま
す
．

月
割
、
並
び
に
還
付
の
計
算
方
法
は

次
の
通
り

◇
た
と
え
ば
原
動
機
付
自
転
車
五
〇

C
C
を
四
月
一
日
以
前
に
所
有
し
た

場
合
は
、
年
額
三
百
七
十
円
を
六
月

中
に
徴
収
い
た
し
ま
す
．

◇
七
月
に
所
有
し
た
場
合
に
は
月
割

計
算
で
二
百
四
十
円
を
申
告
と
同
時

に
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
年
額
三
百
七
十
円
を
納
入
済
の
者

で
七
月
廃
車
し
た
場
合
は
二
百
四
十

円
還
付
さ
れ
ま
す
．

年
記
念
日
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

達
市
民
に
と
っ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い

日
で
す
。

　
朋
治
三
十
三
年
六
月
十
日
旧
十
日

陶
を
一
と
な
め
に
し
た
こ
の
日
の
大

火
は
家
屋
七
五
二
棟
、
土
蔵
七
一

棟
、
納
屋
一
二
三
棟
、
合
計
九
四
六

棟
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
酊
の
大
半
を
、
焼
失
し
た
悲
惨
な
当

時
に
思
い
を
至
し
、
二
度
と
こ
の
よ
◎
煙
突
に
ス
ス
が
溜
っ
て
い
な
い
か

う
な
悲
し
い
こ
と
を
繰
返
さ
な
い
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
去
る
六
月
二
日
の
朝
、
山
本
で
火

一災が
あ
り
ま
し
た
が
消
防
団
の
活
動

一
に
よ
り
幸
い
大
串
に
至
ら
す
に
済
み

ま
し
た
．
原
因
は
煙
突
の
過
黙
に
よ

る
も
の
で
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
こ

の
煙
突
の
取
付
な
ど
は
不
良
の
よ
う

で
す
。

　
今
一
応
ご
自
分
の
家
の
煙
突
を
注

意
し
て
み
て
下
さ
い
。
次
の
こ
と
が

ら
に
注
意
し
て
火
災
予
防
に
万
全
を

廟
し
ま
し
ょ
う
．

例×印は取付不良　O印は良妊

ど
う
か
。

◎
壁
板
な
ど
か
ら
は
一
五
移
以
上
離

　
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

◎
煙
突
の
出
口
が
屋
根
や
ヒ
サ
シ
よ

　
り
六
〇
移
以
上
長
く
出
し
て
い
る

か
ど
う
か
．

◎
煙
突
の
貫
通
部
分
は
メ
ガ
ネ
石
を

　
或
は
屋
根
へ
出
て
い
る
場
合
は
、

　
天
井
か
ら
屋
根
う
ら
が
昆
ら
れ
る

　
よ
う
に
し
て
あ
る
か
ど
う
か
。

◎
煙
突
の
口
が
建
物
の
窓
と
か
開
口

　
部
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
の
間
三
米

　
以
上
離
れ
、
叉
屋
根
と
六
〇
移
以

　
上
離
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

◎
釜
土
は
壁
か
ら
四
五
移
以
上
離
れ

　
て
い
る
か
ど
う
か
。

◎
右
の
、
煙
突
の
取
付
け
方
法
を
よ
く

　
ご
覧
に
な
う
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が

　
あ
っ
た
ら
皐
速
修
し
ま
し
ょ
う
．

②
私
法
人
（
株
式
会
社
、
有
限
会
社

等
）
の
印
鑑
証
明
は
法
務
局
の
所
管

で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
は
今
後
証

明
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

0
公
法
人
（
土
地
改
良
区
、
土
地
区

画
整
野
組
合
等
）
の
印
鑑
は
今
ま
で

の
と
お
り
市
で
証
明
い
た
し
ま
す
．

以
上
が
改
正
の
要
旨
で
あ
り
ま
す
が

◎
印
鑑
は
盗
用
、
偽
造
行
使
等
の
こ

と
が
あ
り
ま
す
と
個
人
、
法
人
の
権

利
、
義
務
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
で
、
他
市
で
は
届
出
に
証
人

を
つ
け
て
非
常
に
厳
格
に
規
制
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
り
ま

す
。
当
市
で
は
め
ま
ぐ
る
し
く
急
な

社
会
状
勢
に
即
応
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
を
考
へ
た
結
果
、
さ
し
つ

か
え
な
い
規
制
は
す
べ
て
販
り
除
い

た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
証
明

を
受
け
る
に
は
簡
便
化
さ
れ
た
わ
け

で
す
特
に
代
理
人
の
場
合
な
ど
事
故

の
な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
印
鑑
取
扱
い
に
十
分
な
慎
重

さ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
せ
　
り
る
る
　
い
は
請

会
ま
作
れ
い
て
て
申

、
員
来
て
ら
て
　
っ
く
に

　
　
　
出
　
べ
作
っ
　
の
な
実

委
が
調
は
の
に
し
確

理
と
を
れ
に
簿
求
は

管
こ
人
こ
簿
名
請
に

挙
鍋
踊
賛
焔
賜
酬
繭

選
票
あ
の
で
前
選
私
期

市
投
で
権
う
名
本
は
た

町
鰐
蝶
分
の
薩
讃

日
け
た
で
．
れ
自
毎
の
め

十
な
．
在
ら
・
度
こ
定

一
　
柚
鋤
現
鰯
討
弘
幡
あ
筋

㎜
て
瑛
月
心
れ
よ
わ
ま
す

・
、
登
力
九
関
さ
し
桁
れ
啄

㎜
義
維
繍
轡

麟
蜘
難
灘
．

名
て
挙
人
権
ら
た
人
の
い
た

難
羅
難

皿
選
贈
陛
藻
舵
隔
欝
鍋

［
ー
　
　
－

　
－
I
t
i
－

i

早
期
発
見
が
何
，
り

　
　
　
市
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
購
入

結核を防ぐ
　
結
核
は
お
そ
ろ
し
い
伝

染
屑
で
あ
っ
て
、
国
民
病

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
患
者
の

数
も
非
常
に
多
く
、
一
た

ん
か
か
る
と
一
命
を
な
く

し
た
り
、
牛
涯
重
労
働
が

出
来
な
い
上
に
、
多
額
の

一
医
療
費
が
か
か
る
な
ど
一
家
が
不
幸

一
に
な
り
ま
す
．
し
か
し
最
近
は
医
学

鐵
歩
箋
て
・
曼
曇

り
手
当
を
す
れ
ば
容
易
に
、
し
か
も

完
全
に
な
お
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
市
の
保
健
衛
牛
課

で
は
、
毎
年
法
律
で
定
．
め
ら
れ
て
い

る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
し
て
反
応

検
査
や
、
閥
接
撮
影
に
よ
っ
て
そ
の

程
度
を
写
真
、
t
判
定
し
て
阜
期
発
見

に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

一

馨
皆
さ
私
し
注
意
！

毒
物
劇
物
（
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド

ー
ル
）
撒
布
に
つ
い
て

　
六
月
十
五
日
よ
り
七
月
十
日
に
か

け
て
水
稲
二
化
メ
イ
虫
防
除
の
為
撒

布
消
毒
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
事

項
に
注
意
を
し
寓
故
の
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
撒
布
地
域
（
赤
旗
・
毒
等
で
表
示

　
す
る
）
内
に
は
絶
対
に
立
ち
入
ら

　
な
い
こ
と
。

◎
子
供
の
水
遊
び
等
に
は
保
護
者
が

　
充
分
気
を
つ
け
る
こ
と
．

　
間
接
撮
影
は
昨
年
ま
で
は
、
保
健

所
の
機
械
で
郡
内
を
全
部
廻
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
市
で
七
十
二

万
円
を
投
じ
、
最
新
型
の
優
秀
な
機

械
を
講
入
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
百
パ
ー
セ
ト
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
農
村
部
は
農
繁
期

を
さ
け
て
計
画
を
豆
案
中
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
結
核
の
お
そ
ろ
し
さ
と
、

阜
期
発
見
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
だ
と
思
っ
て
も
何
時

病
気
に
お
か
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

唖
、
．
弾
韻
．
慰
3
璋
．
．
塀
…
一

㎜
◎
一
般
友
払
　
　
　
㎜

難
器

㎜
◎
羅
鷺
羅
屈
慮
㎜

脚
　
　
市
役
所
収
入
役
窒
㎜

ん
か
ら
、
市
か
ら
通
知
が
届
き
ま
し

た
ら
万
障
差
繰
っ
て
皆
さ
ん
が
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
．

　
1
蓋
墨
昌
▲
憂
》
●
▲
優
▽
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
土

　
　
着
　
　
工

橋
　
　
梁

▽
第
一
神
明
橋
架
換
延
長
八
、
五

M
　
巾
員
四
、
五
M
　
竣
工
予
定

山
ハ
、
一
一
五

▽
六
ケ
橋
架
換
延
長
一
五
、
O
M

巾
員
四
、
、
五
M
　
竣
工
予
定
六
、
一

五▽
塚
原
橋
架
換
延
長
八
、
二
M

巾
員
三
、
六
M
　
竣
工
予
定
六
、
二

〇▽
池
沢
橋
架
換
延
長
六
、
二
M

巾
員
三
、
二
M
　
竣
．
■
．
予
定
六
、
二

〇▽
山
新
田
橋
架
換
　
延
長
五
、
八
M

巾
員
て
五
M
　
竣
工
茅
定
六
、
一

五

道
　
路

▽
大
池
線
道
路
改
良
工
學
　
廷
、
長
二

六
〇
、
O
M
　
巾
員
四
、
O
M
　
竣

工
予
定
六
、
三
〇

▽
四
日
酊
新
田
線
道
路
改
良
工
事

延
長
一
六
〇
、
O
巾
員
三
、
六

竣
工
予
定
六
、
一
五

▽
宇
都
宮
排
水
路
改
良
工
溺
　
延
長

δ
G
、
O
M
（
○
、
四
五
×
O
、

四
五
）
　
竣
．
工
予
定
六
、
三
〇

▽
田
中
町
側
溝
改
良
工
事
　
延
長
五

ひ

六
、
四
M
（
O
、
三
〇
×
O
、
二

五
㌧
竣
、
工
予
定
六
、
三
〇

建
　
　
築

▽
吉
田
中
学
産
業
教
審
（
八
間
×
五

間
）
竣
工
予
定
七
、
一
五

　
　
竣
　
　
工

道
　
　
路

▽
轟
木
線
濡
学
漕
路
改
良
．
工
事
　
延

長
一
二
〇
、
五
M
　
巾
員
四
、
O
M

▽
赤
倉
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
　
石

積
工
▽
鉢
高
島
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

埋
土
取
除

橋
　
　
梁

六
ケ
高
坊
室
騰
災
害
復
旧
工
轟
　
延

長
二
、
四
M
　
巾
饅
四
、
C
M
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家
庭
か
ら
赤
痢
を
追
放

先
づ
手
洗
い

い

㎜
轄
羅
籍
縫
縫
こ
う
に
衰
え
す
、
㎜

幣
か
ら
急
に
気
温
が
上
る
と
発
生
も
多
く
な
る
の
が
毎
蕩

◎
セ
キ
リ
の
症
状

　
大
体
セ
キ
リ
は
「
細
菌
性
赤
痢
」

で
、
感
染
し
て
か
ら
発
病
ま
で
の
潜

伏
期
間
は
二
日
ー
七
日
位
で

　
◎
体
が
な
ん
と
な
ぐ
だ
る
く

　
◎
食
欲
が
急
に
へ
り

　
◎
急
激
な
腹
痛
と
下
痢
、
眠
吐
、

　
を
す
る
．

　
◎
三
十
八
度
ー
三
十
九
度
の
高
熱

　
を
だ
し
、
寒
け
が
す
る
。

　
◎
便
通
（
下
痢
）
は
特
に
夜
聞
が

　
多
く
、
中
毒
症
状
で
一
日
二
十
回

　
位
。
重
症
は
五
十
回
以
上
に
な
る
。

◎
恐
ろ
し
い
子
供
の
エ
キ
リ

　
セ
キ
リ
と
エ
キ
リ
は
症
状
に
よ
，

て
区
別
さ
れ
エ
キ
リ
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
死
亡
率
の
高
い
恐
し
い
病
気
で

あ
り
ま
す
。
エ
キ
リ
は
二
才
か
ら
六

七
才
の
子
供
に
か
、
る
病
気
で
死
亡

率
は
三
ー
四
割
の
高
率
を
し
め
し
て

い
ま
す
。

◎
油
断
す
る
な
夏
の
下
痢

　
エ
キ
リ
は
発
病
後
十
時
聞
以
内
に

治
療
す
れ
ば
死
亡
率
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
万
一
疑
わ
し
い
症
状
が
あ
っ

た
ら
下
剤
（
ヒ
マ
シ
油
）
で
院
腸

し
て
早
く
医
師
に
か
＼
る
こ
と
が
一

番
で
す
。

　
又
少
し
ぐ
ら
い
の
下
痢
で
も
こ
れ

か
ら
の
下
痢
は
油
断
す
る
と
セ
キ
リ

と
な
り
ま
す
。
下
痢
を
し
た
り
腹
の

具
合
が
悪
か
っ
た
と
き
は
し
ろ
う
と

判
断
で
薬
を
買
っ
て
の
む
こ
と
は
極

め
て
危
険
で
す
．
と
く
に
夏
の
下
痢

は
セ
キ
リ
と
思
っ
て
医
師
に
か
＼
る

を
励
行

．
位
の
用
心
が
必
要
で
す
．

◎
予
防
に
つ
い
て
は

一
、
手
洗
い
の
励
行
を
す
る
こ
と
。

二
、
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と
。

三
、
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
。

四
、
寝
冷
え
を
し
な
い
こ
と
．

五
、
生
水
を
呑
ま
ぬ
こ
と
．

六
、
蝿
の
駆
除
．

七
、
早
期
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る

　
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
守
，
て
健
康

で
楽
し
い
生
活
を
築
き
ま
し
よ
5
，
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
衛
生
課
）

家
を
増
築
す
る
人
に
幅
晋

　
　
　
　
住
宅
公
庫
特
別
融
資

　
今
年
度
よ
り
住
宅
金
融
公
庫
の
特

別
融
資
（
増
築
資
金
の
貸
付
け
）
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。
融
資
の
資
格
及
び

規
定
の
大
要
は
左
記
に
よ
り
ま
す
か

ら
希
望
者
は
御
申
込
み
下
さ
い
．

①
申
込
期
聞
”
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
十
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
ま

で
常
時
受
付
。
た
だ
し
申
込
金
額
が

予
算
額
に
違
し
た
時
は
期
間
中
で
も

締
切
る
。

②
貸
付
者
の
選
定
方
法
甜
選
考
に
よ

り
決
定
す
る
。

聯
趙
独
灘
翻

　
　
　
　
　
．
名

へ

　　　　　　＿　　　　（病害虫名　二化メイ虫第一化期）
発蛾最盛期並に防除適期
彊発ガ最盛期6月10日前後に予想される。
2防除適期6月20－6月末日・…パラチオン剤。
　　　　　　E　PNを使用する場合は3－4日早目に撒布が
　良い．阜期栽培で二回実施の場合て…BHC剤を使用する場
　合は6月17－18日頃。
3注　　　意最も効果的な防除適朗は上記の様であると予想
　される。但し今年の発蛾は5月下旬一6月1半旬に比較的
　多くの発生があったのてi早植栽培（5月24－25日迄）のもの
　は15日頃被害の発生状況をみて防除しなけれはならない場
　合もあります。なお一斉防除が適期より早過ぎると生残り
　の虫が増加し，二化期の被害を増大させる危険があります
　ので，田植時期地域により異るので地区別防除の決定につ
　いては各地区農協並びに地区普及所と充分連絡の上，防除
　の徹底を期せられたい．

③
申
込
場
所
H
県
建
築
課
（
各
土
木

出
張
所
）

④
貸
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
増
築

　
①
既
在
桂
宅
部
分
の
延
坪
数
十
増

　
築
坪
数
“
三
〇
平
方
米
（
約
九

　
坪
7
以
上
一
二
〇
平
方
米
（
約
三

　
士
ハ
坪
）
以
下
の
こ
と
。

　
②
既
存
住
宅
が
公
庫
の
融
資
に
か

　
か
る
も
の
は
、
即
融
資
対
象
坪
数

　
十
増
築
に
か
か
る
融
資
対
象
坪
数

　
・
⊥
ハ
七
平
方
米
（
約
二
†
坪
）
以

下
の
こ
と
．

⑤
貸
付
条
件

お
と
し
よ
り
に

映
画
の
慰
安

冥
る
五
星
士
ハ
尾
藝
馨

「協議
会
で
は
松
映
劇
場
主
の
御
厚
憲

に
よ
っ
て
、
市
内
平
場
の
七
十
才
以

　
①
融
資
対
象
面
積
は
一
戸
当
り
七

　
平
方
米
（
約
二
坪
）
以
上
三
〇
平

　
方
米
（
約
九
坪
）
未
満
と
す
る
。

　
②
貸
付
金
額
の
限
度
は
増
築
に
用

　
す
る
住
宅
鄙
分
の
標
準
建
設
費
の

　
七
割
に
相
当
す
る
金
額
。
た
だ
し

　
模
様
替
に
よ
る
増
築
の
場
合
の
貸

　
付
金
の
限
度
は
、
標
準
建
設
費
の

　
二
分
の
一
を
上
廻
ら
な
い
鱒
囲
の

　
額
の
七
割
に
相
当
す
る
金
額
．

⑤
貸
付
金
の
利
率
”
年
五
分
五
厘
延

滞
損
害
金
は
償
還
す
べ
き
金
額
に
つ

き
日
歩
四
銭
。

⑦
償
還
期
間
及
び
償
還
方
法

　
①
償
還
期
間
は
貸
付
金
額
の
多
少

　
及
び
償
還
能
力
を
勘
案
し
て
、
当

　
初
の
償
還
元
利
金
は
一
ヵ
月
三
千

づ
ま
り
郷
学
術
調
査
報
告

書
」
刊
行

　
昭
和
三
十
二
年
度
新
潟
県
交
化
財

総
合
調
査
と
し
て
、
中
魚
沼
郡
、
十

日
町
市
が
指
定
さ
れ
、
多
く
の
面
に

わ
た
う
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
の
寵
憶
に
強
く
残
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
県
の
尽
力
に
よ
り
、

別
紙
の
と
お
り
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
予
約

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
名
称
　
つ
ま
り
郷
学
術
調
査
報

　
告
脅
（
新
潟
県
交
化
財
年
報
第
三

集
）

二
内
容
　
考
古
、
民
俗
、
歴
史
、
地

　
質
、
生
物
各
部
門
別
の
調
査
結
果

　
を
整
理
し
て
記
述
さ
れ
る
。

　
本
交
一
五
〇
頁
　
写
真
等
五
〇
葉

　
規
格
（
本
の
大
き
さ
）
“
5
版

　
（
ワ
ラ
半
紙
の
半
分
く
ら
い
）

三
、
価
格
　
四
〇
〇
ー
五
〇
〇
円

　
（
申
込
部
数
が
多
く
な
る
と
安
く

な
る
）

四
、
予
約
申
込
　
各
市
町
村
教
育
委

　
員
会
あ
て
に
印
込
む
。

〆
切
六
月
末
日

五
、
刊
行
期
日
　
七
月
下
旬
の
予
定

中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
文
化
財
総
合

調
査
事
務
局
（
担
当
十
日
町
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
）

墾

上
の
「
お
と
し
よ

り
」
を
劇
場
に
招

待
し
ま
し
た
。

　
当
日
早
朝
よ
り

参
集
し
た
お
と
し

よ
り
約
四
〇
〇
名

は
「
お
父
さ
ん
は

お
人
好
し
」
「
塚

内
安
全
」
の
映
画

を
正
午
ま
で
ゆ
っ

く
り
楽
し
く
観
鍵

し
ま
し
た
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

【
写
農
酸
豊

映
画
が
は
ね
て
二
．

コ
ニ
コ
顔
で
帰
る

お
と
し
よ
り

円
前
後
に
な
る
よ
う
に
期
間
を
定

め
る
。

②
元
利
均
等
割
賦
償
還
と
し
二
ヵ

月
払
と
す
る
。

蓬
ノ
●
㌔
』
f
ー

喜
ば
れ
た

季
節
保
育
所

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
今
年
か

’
ら
季
範
保
育
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
春
秋
の
農
繁
期
に
、
農
家
の

午
供
さ
ん
で
三
才
か
ら
小
学
校
に
あ
・

肪も

　
　
　
市
勢
要
覧
広
告
募
集
中

㎜
市
勢
要
覧
「
と
お
か
ま
ち
」
は
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
官
公
署
、

㎜
事
業
所
等
に
広
く
配
布
し
当
市
の
実
態
を
広
報
す
る
も
の
で
す
．

㎜
こ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
．
各
事
藁
所
等
の
広
告
も
併
せ
掲
載

｝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
月
末
ま
で
広
告
募
集
中
で
す
．
趣
旨
ご
賛
同
の

｝
上
、
多
数
申
込
み
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
『
広
告
規
格
、
B
判
五
号
（
全
頁
判
、
半
頁
判
、
三
分
の
一
頁
判
）

　
二
、
広
告
掲
載
寄
附
金
　
全
頁
判
四
千
円
、
半
頁
判
二
千
円
、
三
分

　
の
一
頁
判
千
円
（
写
真
、
色
彩
凸
版
使
用
の
場
合
は
実
劉
加
算
）

｝
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
交
書
統
計
係
、
ま
た
は
経
済
課
商
工
係
へ
お
　
㎜

㎜
間
合
せ
下
さ
い
。

が
る
ま
で
の
芋
供
達
を
対
象
に
働
く
一
で
ず
が
、
子
供
さ
ん
が
楽
し
く
遊
べ

農
家
の
皆
さ
ん
の
あ
し
で
ま
と
い
に

な
っ
た
り
、
放
任
さ
れ
が
ち
に
な
る

子
供
達
を
適
切
に
保
育
し
、
農
塚
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
．
開
設
し
た
も
の
で

す
．
今
回
が
そ
の
第
一
回
で
あ
り
ま

す
が
、
各
地
区
か
ら
大
変
喜
こ
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
今
年
の
秋
、
来
年
と

今
後
継
続
し
て
開
設
さ
れ
る
見
込
み

　
　
給
水
希
望
の

　
　
ご
家
庭
に

　
　
　
補
助
金
五
百
円

㎜
◎
新
築
、
増
改
築
を
す
る
場
合
は
、

㎜
自
分
の
晴
内
が
給
水
順
序
に
当
．
て

…
い
な
い
た
め
に
、
申
込
を
受
付
て
い

｝
な
い
場
合
で
も
、
届
出
れ
ば
屋
内
の

㎜
配
管
工
裏
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

◎
各
塚
庭
の
給
水
工
事
を
行
う
人
達

誹
画
鈴
ポ

ー

苓
“
ー
1
＾
耀
．
へ

　
　
も

．
弟
佑
」
馴
ク
エ
陶

　
　
　
　
ノ
　

ら
硫

着
　
　
　
－
　
卜
鐵

　
暢
　
　
，
：
＋

　
、
o

　
　
：
『
■
マ
毛
昇
卜

割
ト
一
，

　
。
・
．
～
研
．
び
葺

　
　
、
■
画
閣

　
　
　
τ
‘
　
彦
・
　
！

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
施

　
　
　
　
　
　
　
鰹
繊

る
よ
う
な
施
設
の
必
要
性
が
今
後
の

問
題
の
よ
う
で
す
。
今
回
開
設
さ
れ

た
場
所
及
八
数
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。▽
広
大
寺
（
下
条
）
約
八
十
八

▽
円
通
寺
（
中
条
）
約
木
丁
く

▽
大
泉
寺
（
川
治
）
約
六
十
人

▽
山
谷
公
民
舘
（
吉
田
）
約
四
十
人

▽
鐙
島
小
学
校
（
吉
田
）
約
四
十
人

今
年
の
計
圃
給
水
区
域
は
「
島
」
を
の

ぞ
く
旧
市
街
地
で
飲
料
水
の
枯
渇
や

水
質
の
悪
い
地
域
か
ら
逐
次
給
水
し

て
ゆ
く
計
画
の
も
と
に
工
亭
を
進
め

て
お
り
ま
す
．

そ
れ
で
は
一
体
自
分

達
の
町
内
に
は
何
日

ご
ろ
水
道
が
引
か
れ

る
の
か
…
…
？

知
り
た
い
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
実
際
に
ば
多
少
の
す
れ
は
あ

り
ま
す
が
、
各
町
内
の
計
圃
給
水
時

期
を
申
し
上
げ
ま
す
と
ト
ッ
パ
ン
に

図
示
さ
れ
た
と
お
り
。

▽
六
月
中
旬
（
旭
酊
の
一
部
）

－
　
　
　
　
　
＼

／
『
、
・
ぞ
衷

拶ミも
、
7

．
＋
需
　
　
　
　
イ

漏
F
水
道
．
侮
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裳

イ

よ
リ

▽
六
月
下
旬
（
国
道
西
側
の
本
晴
六

　
宇
都
宮
、
稲
荷
酊
の
一
部
）

▽
七
月
上
旬
（
栄
町
）

▽
七
月
下
旬
（
樋
口
・
加
賀
糸
屋
・

御
蔵
、
関
口
、
西
寺
、
七
軒
阿
）

▽
八
月
中
旬
（
国
道
．
西
側
の
本
町
一

袋
酊
、
昭
和
町
一
）

▽
八
月
下
旬
（
本
町
下
、
東
、
西
の

　
各
一
丁
目
、
宮
之
下
）

・
▽
九
月
上
旬
（
学
校
、
諏
訪
、
神
明

　
町
）

▽
九
月
下
旬
（
川
原
、
水
野
、
田
中

　
巾
若
宮
、
田
川
町
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
然
し
こ
れ
は
本
管
が
施
設
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
各
戸
給
水
に
な
っ
て
い
る

場
合
の
時
で
、
路
地
に
入
る
枝
管
な

ど
か
ら
水
道
を
引
く
家
庭
は
そ
れ
よ

り
二
十
日
な
い
し
一
ヵ
月
位
は
遅
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
実
際
水
道
を
引

く
場
合
は
ご
う
す
れ

ぱ
よ
い
の
か
…
？

上
水
道
に
つ
い
て
の
一
般
概
念
、
申

込
手
続
の
順
序
方
法
、
工
嚢
賢
な
ど

に
つ
い
て
只
今
説
明
会
を
開
催
い
た

し
て
お
り
ま
す
．
嘱
託
員
の
方
か
ら

「
説
明
会
開
催
」
の
通
知
が
な
さ

れ
ま
し
た
ら
是
非
出
席
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
二
店
の
工
事
店
（
十
日
町
鉄
工
藁

協
同
組
合
、
羽
生
田
鉄
工
）
で
す
。

［◎も
し
自
分
の
町
内
に
近
い
将
来
、

蘂
さ
れ
る
難
か
り
な
が
ら
必

｝
要
に
せ
ま
ら
れ
て
既
設
装
置
を
行
う

一
場
合
は
市
の
水
道
課
に
連
絡
下
さ
い

．
◎
市
の
計
画
給
水
区
域
内
で
今
年
本

管
が
布
設
さ
れ
、
工
事
を
行
う
町
内

｝
で
今
年
給
水
す
る
塚
庭
に
は
市
か
ら

皿
一
戸
当
り
五
百
円
の
補
助
が
出
ま
す

1
－
l
I
皇
■
》
●
亨
ー
1

　
　
十
日
町
の

　
「
十
日
町
市
内
の
子
ど
も
達
は
、
よ

そ
の
土
地
の
子
ど
も
達
に
く
ら
べ

て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
す
ぐ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
ま
た
ど
ん
な
と
こ
ろ
が

劣
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
」

　
と
い
う
こ
と
で
ま
ち
の
方
六
や
学

校
の
先
生
方
や
、
子
ど
も
さ
ん
達
自
一

、
身
で
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
間

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
で
先

生
方
か
ら
の
目
か
ら
み
て
ど
う
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
そ
の
一
部

一　
　
評
　
定
　
項
　
目

　
を
の
せ
て
み
ま
し
た
．
O
、
O
と
い

　
う
線
よ
り
上
は
、
そ
の
項
目
の
示
す

　
．
こ
と
が
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
度
あ
い

　
？
を
O
、
O
線
よ
り
下
の
方
は
劣
っ
て

　
い
る
度
あ
い
を
示
し
て
い
る
と
考
え

　
て
い
＼
と
思
い
ま
す
。

　
1
は
男
子
…
…
は
女
子
の
こ
ど
も

　
さ
ん
の
ば
あ
い
を
示
し
ま
す
。
こ
の

　
表
を
読
ん
で
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら

　
れ
る
か
み
ん
な
で
話
し
合
い
し
ま
し

　
　
ょ
う
。

　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
山
　
　
地
　
　
一
　
平

　
　
　

8
4
0
4
8
　
皿
8

　
　
　
…
鉱
ぴ
0
・
¢
0
・
一
G

子
供
の
姿

①
人
に
頼
ら
な
い
で
や
っ
て
い
く
。

②
か
げ
ひ
な
た
や
い
つ
わ
り
が
な
い

③
目
主
的
に
進
ん
で
物
學
を
す
る
。

④
ね
ば
り
づ
よ
く
努
力
す
る
。

⑤
熱
心
に
仕
事
を
す
る
。

⑥
目
分
の
努
め
や
分
担
を
は
た
す
。

⑦
目
信
を
も
っ
て
意
見
を
の
べ
る
。

⑧
気
持
に
む
ら
が
な
い
。

⑨
快
活
で
あ
か
る
い
。

⑩
欲
望
や
誘
惑
に
ま
け
な
い
．

⑪
物
ご
と
を
正
し
く
判
断
す
る
。

⑫
物
事
を
深
く
究
め
よ
う
と
す
る
．

⑬
衛
生
に
気
を
つ
け
る
。

⑭
物
を
大
切
に
す
る
。

⑮
身
の
ま
わ
り
を
美
し
く
す
る
。

⑯
場
に
応
じ
て
考
え
行
動
す
る
。

⑰
反
省
し
考
え
な
お
す
．

⑱
ひ
と
に
親
切
に
す
る
。

⑲
ひ
と
を
尊
敬
す
る
。

⑳
ひ
と
の
立
場
を
う
け
い
れ
る
。

⑳
ひ
と
と
仲
よ
く
つ
き
あ
う
。

⑳
指
導
刀
が
あ
る
。

⑳
自
分
で
計
画
し
工
夫
す
る
。

⑳
余
暇
を
有
動
に
用
い
る
．

⑳
進
ん
で
不
正
や
不
合
理
を
正
す
．

⑳
舅
暴
㎝
動
作
に
気
を
つ
け
る
。

⑳
き
ま
り
や
秩
序
を
ま
も
る
．

⑳
ひ
と
と
協
力
す
る
．

⑳
ひ
と
や
公
共
の
た
め
に
つ
く
す
。

　
　
　
公
　
　
　
告
，

市
営
住
宅
の
申
込
受
付

◎
左
記
の
と
お
り
入
居
者
申
込
受
付
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

一
、
申
込
受
付
期
間

二
、
申
込
受
付
場
所

三
、
所
　
在
　
地

イ
住
宅
の
種
別

旦
戸
数
反
は
入
居

さ
れ
る
世
帯
数

ハ
家
　
　
　
賀

今
月
十
六
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で

市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

＋
日
晦
市
千
代
坊

第
一
種
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
階
建
（
六
畳
二
部
屋
・
三

畳
一
部
屋
、
押
入
、
台
所
、
便
所
付
）

一
世
帯
分

月
額
二
、
三
〇
C
円

四
、
入
居
資
格
の
概
要

　
イ
市
内
に
住
所
叉
は
勤
務
場
所
を
有
し
現
に
困
っ
て
い
る
方

　
ロ
現
に
同
居
し
叉
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
五
名
以
内
の
こ
と

　
ハ
毎
月
の
収
入
合
計
額
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
千
円
を
控
除
し

　
　
た
額
が
一
万
五
千
六
百
円
以
上
三
万
二
千
円
以
下
の
乙
と

　
二
保
証
人
は
二
人
以
上
必
要
と
す
る

五
、
入
居
希
望
者
多
数
の
と
き
は
条
例
に
よ
り
公
営
住
竈
入
居
者
選
考

　
　
委
員
会
又
は
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
入
居
者
の
順
位
を
決
定
す
る

六
、
申
込
用
紙
は
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す

　
　
　
昭
和
三
十
三
年
六
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
役
所
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